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　現在の世界が抱える問題に呼応するかたちで、19 世紀から 20 世紀の歴史のなかで創られた中
世スペイン史の解釈が、スペイン国内において揺らぎはじめている。歴史とは、常に研究対象と、
研究者の生きる時代潮流との「対話」であり続けるからである。静的な事実ではなく、動的な「事
実」からなるインタラクティヴな世界史の可能性と必要性を最後に示しながら、本報告を終えた。
